
 

令和 5 年度 第 4回 保土ケ谷区障害者自立支援協議会 防災部会 会議録 

日 時     令和 5 年 9 月 5日（火）16：00  ～  17：00 

開催場所 地域活動ホームゆめ 

出 席 者 

（希望の家）/(常盤虹の会)/（いわまワークス）/（保土ケ谷区社会福祉協議会）

/(とらっく)/(夢２１)/（左近山特別支援学校）/(保土ケ谷区役所高齢障害支援

課)/(地活ゆめ)/(ゆめあん)/(基幹相談) 

欠 席 者 
（はる）・(コペルプラス天王町)・(個人)・(保土ケ谷区社会福祉協議会)・(保土ケ

谷区視覚障害者福祉協会) 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 

■保土ケ谷区防災マップの見方と防災訓練について（区・係長より） 

・保土ケ谷の地形として、浸水害・土砂崩れのリスクが高い。 

・地震と風水害では避難所が異なる 

風水害→マップ内ではピンク△で表されている。（区が開設） 

地震→地域防災拠点（自治会が開設） 

 ・特性などがあり、地域防災拠点での過ごしが難しい方→福祉避難所へ。 

・地震の際は 16号・環２は通行止めとなる可能性がある（浸水時も）。 

 ・風水害は事前に予想ができる→早め避難を。 

・６月の台風は中学校を避難所として開けた。４か所中避難利用者は１か所のみ。

体育館では平常の部活をしている状態。（西谷地区センター・保土ヶ谷中学校他） 

・災害時に備えた取り組みを。P17に避難訓練に必要な視点・資源・リスクの記載

がある。必要な情報を地図に落とし込み、避難訓練の際の意識づけに活かしてほ

しい。心肺蘇生の研修・防災テレビ番組の活用・備蓄品の確認など。 

横浜市・個別避難計画→モデル的に開始している。先行して始まっていた鶴見・港北

に加え、南・保土ヶ谷・戸塚が対象となった（５区の対象者が市全体の７割）。 

要援護者名簿に掲載され、浸水区域在住、高齢者は要介護３以上・身体障害は１級で

独居の方が対象。520人に個別避難計画の通知を出す予定（同意を求める内容） 

 

□各団体での防災訓練・啓蒙活動の状況、懸念点 

・夢２１→いつも坂本小（土砂災害警戒区域）での避難訓練に参加していたが→保

土ヶ谷中（風水害）にも前回参加をしている 

・いわま→過去に帷子川の浸水被害あった→レベル３の指示で２階食堂に避難する

訓練をしている。足の悪い人がいる。 

・ときわ虹の会→横浜駅地下街から聾学校まで４時間かけ防災ウォークが実施され

た。災害ボランティアさんと危険箇所を確認。聾の人は災害時は情報弱者となる。

コンビニ・ガソリンスタンドを頼ることができることが確認できた。トイレ・自

販機（災害用の自販機もある）マークの共有（黄色＋あしあと）学校にいない時

間に被災する可能性。各区の防災マップがあるとよい。 

・トラック→避難訓練はできていない。他区の通所者もいるため、防災マップにつ

いて、他区のものも確認したい。 

・ゆめあん→避難訓練はできていない。登録者 100 人超。面談時に災害が来ること

等を想定して備えたい。 

・希望の家→利用者は車いすの人ばかりだが、水害でエレベーターが止まると人力

第 1 号様式 



で２階へ上がらないといけない。福祉避難所となっているが、時間帯に

よって利用者がいる時はニーズを受けきれない。福祉避難所の数が足り

ていない。 

 ・基幹相談→日常的に通所先となっている場所ではないため、避難訓練の実施とな

ると難しい。今回の希望の家主催のものなど、地域の訓練には参加し

ていきたい。基幹以外どこにも繋がれていない人のリストアップなど

は事前にしておけると良いかもしれない。保土ケ谷は地形的に区を分

断するように川が流れているので、災害時には分断され、行き来がで

きなくなる可能性も考えておかなければならない。 

 

□施設に求められる訓練 

・生活介護→火事想定のみ 

  ・泊まりある施設は夜を想定した訓練 

  ・浸水ハザード地域：避難計画の提出・訓練が求められる 

 

■希望の家防災訓練について 

・町内の防災リーダーによる防災訓練は毎年行われてきたが、実施日が土日となるの

で福祉施設は参加できず、実際の災害時の動き等分からない事が課題だった。 

・ここ数年、放課後デイ・療育施設・就労Ｂ型など、天王町に福祉施設が複数できて

いる。災害時に協力・連携すべく、福祉施設で共催の訓練を恒例にして行きたい。 

・今回は町内の防災リーダー８名・イオン天王町店の担当者もご参加頂ける予定。 

・助けてもらうばかりでなく、就労Ｂや生活介護の利用者の一部は、他の人の力にな

れることも知ってもらえたら。 

 

避難訓練の流れ 

天王町公園に集合(小雨決行) 

       ↓ 

区から説明      被災時   建物が無事であれば戻る  

       ↓               ↳ 建物が被災 

  いっとき避難場所→点呼              ↓ 

                        地域防災拠点 

                        ↓     ↓ 

                      福祉避難所   広域避難所 

□  みどりのバンダナ…支援できます 

きいろのバンダナ…たすけて →障害当事者   

社協が区のお祭などで黄色/緑の手拭いなどを配り啓発を行っているが、地区によっ   

て逆の意味で使われているなど、情報の統一が必要。 

 

次回：コア会議 10/13（金） 第 5 回部会：10/19（木） いずれも 16:00 ～  

場所：     地域活動ホームゆめ ２F ボランティアルーム    

 


